
千
鷲
会
は
昭
和
58

年

の
創
設
以
来
、
30

年
の

年
月
を
経
る
に
至
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
い

た
だ
い
た
会
員
の
皆
様

の
会
に
対
す
る
ご
理
解

と
忠
誠
に
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。
ま
た
、

発
会
の
趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
き
、
日
頃
の
会

の
活
動
に
多
大
の
ご
協

力
と
ご
支
援
を
賜
っ
て

い
る
賛
助
会
員
の
皆
様

に
心
か
ら
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

各
周
年
の
記
念
日
と

い
う
も
の
は
、
悠
久
の

時
の
流
れ
の
中
で
は
単

な
る
一
断
面
に
す
ぎ
ま

せ
ん
が
、
会
の
現
状
が

創
設
に
関
わ
ら
れ
た
先

達
の
方
々
の
熱
い
思
い

か
ら
逸
脱
し
て
い
な
い

か
、
あ
る
い
は
目
ま
ぐ

る
し
く
移
ろ
い
ゆ
く
世

情
の
中
で
、
正
し
い
方

向
に
発
展
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
見
つ
め
る
回

顧
と
展
望
の
絶
好
の
機

会
で
あ
り
ま
す
。

青
春
時
代
に
心
を
一

つ
に
し
て
公
に
尽
く
し

た
誇
り
を
核
に
、
心
が

通
じ
合
う
仲
間
同
士
と

し
て
前
進
し
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

平
成
24
年
10
月
吉
日

【

記
念
植
樹
式
】

10

月
15

日
、
朝
倉
会

長
以
下
12

名
の
会
員
と

金
古
基
地
司
令
以
下
主

要
幹
部
の
参
加
に
よ
り
、

基
地
展
示
場
の
Ｆ
４
Ｅ

Ｊ
フ
ァ
ン
ト
ム
戦
闘
機

前
に
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

３
本
の
植
樹
を
行
い
、

千
鷲
会
共
々
大
樹
へ
と

育
つ
よ
う
祈
念
し
た
。

【
記
念
式
典
】

式
典
は
10

月
20

日
ベ

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
リ
ア
ン

に
於
い
て
、
正
会
員
、

賛
助
会
員
、
現
職
隊
員

合
わ
せ
て
１
３
８
名
が

出
席
。
千
鷲
会
に
長
年

尽
力
さ
れ
て
き
た
団
体

8
社
・
個
人
12

名
・
基

地
広
報
室
に
対
し
て
感

謝
状
を
贈
呈
し
た
。
ま

た
、
千
鷲
会
の
発
展
・

充
実
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
正
会
員
11

名
に
対
し

て
表
彰
状
を
授
与
し
た
。

【
祝
賀
会
】

記
念
式
典
に
続
い
て
、

会
長
式
辞
、
千
歳
基
地

司
令
の
来
賓
祝
辞
、
千

鷲
会
30

年
の
歩
み
や
記

念
植
樹
式
を
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
で
紹
介
、
現
職

時
代
の
懐
か
し
い
思
い

出
話
に
華
が
咲
き
、
和

や
か
な
雰
囲
気
に
つ
つ

ま
れ
た
。

ま
た
、
基
地
音
楽
部

Ｏ
Ｂ
の
演
奏
も
大
い
に

会
場
を
盛
り
上
げ
盛
会

の
内
に
終
了
し
た
。

※
２
・
３
面
に
写
真
集

会
旗
は
、
千
鷲
会
創

設
10

周
年
記
念
行
事
委

員
会
に
お
い
て
制
作
が

発
案
さ
れ
た
。
航
空
自

衛
隊
の
空
を
表
現
す
る

ス
カ
イ
ブ
ル
ー
を
基
調

と
し
、
千
鷲
会
の
名
に

因
み
鷲
を
中
心
に
配
し

て
会
の
隆
盛
発
展
を
祈

念
し
て
い
る
。
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昭
57
・
5
・
18

千
鷲
会
創
設

昭
58
・
8
・
3

千
歳
基
地
広
報
展
示
機

塗
装
作
業

昭
61
・
11
・
25

基
地
新
聞
の
配
布
開
始

平
1
・
6
・
8

基
地
音
楽
部演

奏
服
装
調
達

平
2
・
8
・
5

Ｗ
Ａ
Ｆ
隊
舎
周
囲生

垣
整
備

平
4
・
7
・
4

千
鷲
会
創
設
10
周
年

記
念
祝
賀
会

平
8
・
7
・
21

広
報
展
示
機整

備
作
業
支
援

平
11
・
11
・
12

同
夢
会(

基
地
野
球
部

後
援
会)

発
足
式
参
加

平
14
・
11
・
30

千
鷲
会
創
設
20
周
年

記
念
講
演
・
祝
賀
会

平
19
・
6
・
15

基
地
慰
霊
碑(

雄
魂
の
碑)

の
樹
木
剪
定
等

※
以
降
、
毎
年
実
施
中
！

平
20
・
1
・
12

基
地
雪
像
製
作

平
21
・
2
・
2

基
地
雪
像
製
作

平
22
・
8
・
30

千
鷲
会
だ
よ
り
創
刊

千 鷲 会 だ よ り（30周年記念特集） （2） 平成２４年１１月３０日

30

周
年
記
念
植
樹
式

金古千歳基地司令の祝辞 朝倉会長の式辞

出席者受付

30
年
の
主
な
あ
ゆ
み

祝 賀 会 (ベルクラシック・リアン)



【
感
謝
状
】

〈
団
体
〉

Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
千
歳
、
イ
ー
グ
ル
ホ
ー
ム
株

式
会
社
、
株
式
会
社
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
、
株
式
会
社
え
ん
れ
い
し
ゃ
、

株
式
会
社
Ｆ
＆
Ｇ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
株
式
会
社
耕
人
舎
、
株
式

会
社
美
味
往
来
、
株
式
会
社
山

三
ふ
じ
や
、
ス
ノ
ウ
シ
ョ
ッ
プ

株
式
会
社
、
千
歳
建
設
株
式
会

社
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
千

歳
、
フ
ジ
商
工
株
式
会
社
、
ベ

ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
リ
ア
ン
、
北
海

道
空
港
株
式
会
社
、
株
式
会
社

メ
ビ
ウ
ス
、
２
空
団
広
報
室

〈
個
人
〉

岩
崎
光
子
、
大
浦
美
代
子
、
大

塚
悠
希
子
、
加
藤
多
寿
子
、
今

野
町
子
、
菅
原
俊
之
、
土
肥
好

子
、
中
澤
成
价
、
能
代
佳
典
、

吉
澤
登
志
子
、
平
野
美
緒
、
林

由
利
子

【
表
彰
状
】

木
内
將
一
、
野
澤
邦
彦
、
菊
地

昭
男
、
川
崎
昭
壽
、
上
根
秀
昭
、

佐
藤
忠
、
木
村
孝
一
、
鈴
木
民

雄
、
荒
壽
男
、
阿
多
義
英
、
久

保
田
栄
次
、
丸
毛
宏
、
天
童
秀

男
、
藤
野
喜
三
、
飯
村
浩
、
森

田
初
雄
、
永
岡
正
幸
、
佐
々
木

春
生
、
香
焼
明
、
加
藤
友
克
、

佐
藤
信
義
、
加
藤
昭
一
、
谷

口
光
男
、
日
置
實
、
若
松
正

孝
、
工
藤
光
雄
、
片
野
時
夫
、

岡
田
清
、
鈴
木
善
巳
、
栗
木

睦
男
、
豊
岡
一
、
須
藤
貴
、

栗
林
義
人

故
汲
田
信
夫
、
故
中
尾
知

千 鷲 会 だ よ り（30周年記念特集） （3） 平成２４年１１月３０日

記
念
式
典

感謝状贈呈者

表彰状贈呈者

基地音楽部OBの演奏

新田副会長の発声で乾杯！

祝 賀 会 (ベルクラシック・リアン)



は
じ
め
に
、
私
達
の

出
身
母
体
、
心
の
拠
り

ど
こ
ろ
で
あ
る
千
歳
基

地
及
び
所
在
各
部
隊
が
、

任
務
を
厳
然
と
遂
行
さ

れ
、
立
派
な
成
果
を
上

げ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
隊
員
の
余
暇
活

動
で
は
、
基
地
野
球
部

が
社
会
人
野
球
日
本
選

手
権
全
国
大
会
に
出
場

す
る
等
、
各
分
野
の
ご

活
躍
に
お
喜
び
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
当
会
は
、
創
設

30
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
と
と
も
に

喜
び
を
分
か
ち
合
い
た

い
と
思
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
当
会
に
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
賛
助
会
員
の
皆
様
に

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
長

い
期
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の

時
期
に
お
い
て
当
会
を

導
か
れ
た
池
上
会
長
、

朝
倉
会
長
に
敬
意
と
感

謝
を
捧
げ
ま
す
と
と
も

に
、
役
員
の
皆
様
の
ご

尽
力
に
会
員
の
一
人
と

し
て
謝
意
を
申
し
上
げ

ま
す
。

昭
和
36
年
6
月
、
Ｆ

86
Ｄ
全
天
候
要
撃
戦
闘

機
の
第
３
航
空
団
第
１

０
３
飛
行
隊
が
第
２
航

空
団
に
編
入
さ
れ
る
と

き
、
Ｆ
86
Ｄ
を
操
縦
し

て
千
歳
に
移
動
し
て
か

ら
昭
和
43
年
10
月
の
部

隊
解
散
ま
で
約
7
年
間
、

千
歳
で
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル

待
機
等
に
従
事
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
千
歳
に

勤
務
す
る
機
会
は
な
く

平
成
４
年
に
定
年
退
官
。

中
村
文
保
先
輩
か
ら
の

勧
め
も
あ
り
入
会
、
中

村
先
輩
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
で
副
会
長
を
数
年
務

め
ま
し
た
。
当
時
は
、

菅
野
事
務
局
長
に
業
務

が
集
中
し
て
お
り
頭
の

下
が
る
状
況
で
し
た
が
、

木
内
総
務
主
任
に
交
代

時
、
審
議
を
重
ね
、
各

役
員
の
担
当
業
務
に
つ

い
て
再
確
認
し
分
散
を

図
り
ま
し
た
。
私
自
身

は
、
第
二
の
職
場
が
札

幌
と
な
り
、
平
日
の
千

歳
で
の
行
事
参
加
が
難

し
く
休
暇
等
で
処
置
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
参

加
不
十
分
で
申
し
訳
な

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
思
い
出
に
残
る

会
の
活
動
は
、
平
成
8

年
7
月
の
基
地
広
報
展

示
機
整
備
作
業
支
援
。

各
機
毎
の
観
覧
台
と
階

段
の
踏
み
板
を
更
新
す

る
作
業
で
、
Ｆ
86
Ｆ
、

Ｆ
86
Ｄ
、
Ｔ
33
の
3
機

種
に
つ
い
て
、
15
名
が

一
人
の
遊
兵
も
な
く
作

業
に
取
り
組
み
、
心
地

よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

当
時
、
作
業
を
指
導
し

た
汲
田
会
員
が
先
日
、

お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に

懇
親
会
の
景
品
と
し
て

提
供
さ
れ
た
田
鍋
会
員

製
作
の
プ
ラ
モ
デ
ル
は

目
を
見
張
る
よ
う
な
見

事
な
出
来
栄
え
で
し
た
。

当
会
の
目
的
は
、
防

衛
施
策
の
普
及
啓
蒙
と
、

会
員
相
互
の
親
睦
を
図

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
と
し
て
「
千
歳
基

地
各
行
事
へ
の
参
加
及

び
協
力
」
と
「
そ
の
他

こ
の
会
の
目
的
達
成
に

必
要
な
事
業
」
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
基
地
航

空
祭
の
共
催
、
同
前
夜

祭
懇
親
会
の
主
催
を
は

じ
め
と
し
て
、
基
地
慰

霊
碑
周
辺
の
樹
木
剪
定
・

除
草
の
ほ
か
、
山
登
り

等
の
サ
ー
ク
ル
活
動
、

３
年
前
か
ら
の
千
歳
市

へ
の
奨
学
基
金
寄
付
等
、

事
業
が
定
着
し
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

「
千
鷲
会
だ
よ
り
」
の

発
行
は
、
内
容
、
体
裁

と
も
よ
く
関
係
者
の
ご

尽
力
の
賜
物
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
会
員
相

互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
ど
う
図
っ
て
い
く

の
か
、
「
千
鷲
会
だ
よ

り
」
が
そ
の
答
え
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
会
員
の
自
由
な
意

見
や
楽
し
い
記
事
が
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
期
待
し

て
お
り
ま
す
。
も
う
ひ

と
つ
は
、
や
は
り
懇
親

会
で
し
ょ
う
か
。
今
、

会
員
数
も
増
加
し
、
地

域
レ
ベ
ル
で
も
懇
親
を

深
め
る
等
の
行
事
が
可

能
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

朝
倉
会
長
が
就
任
さ

れ
て
間
が
な
い
こ
ろ
役

員
会
で
、
顔
が
見
え
る

千
鷲
会
に
し
た
い
と
話

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
今
、
そ
の
こ
と

が
現
実
に
な
っ
た
と
感

じ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

本
年
7
月
20
日
に
発
足

し
た
「
航
空
自
衛
隊
退

職
者
団
体
連
絡
会
」(

略

称：

空
自
Ｏ
Ｂ
会)

の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
各
Ｏ
Ｂ
会

紹
介
欄
に
、
千
鷲
会
の

記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
「
つ
ば
さ
会
」
ま

た
は
「
空
自
Ｏ
Ｂ
連
絡

会
」
で
も
検
索
で
き
ま

す
。
尚
、
今
後
紹
介
記

事
等
の
掲
載
に
関
し
て

の
ご
意
見
・
ご
要
望
等

が
あ
り
ま
し
た
ら
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ

い
。

つ
ば
さ
会
HPts

u
ba
sa
k
a

i@e
tud
e.
ocn
.ne
.j
p

会
創
設
30
周
年
記
念
品

(

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル)

を

販
売
し
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ご
連
絡

下
さ
い
。
１
組(

５
枚)

１
０
０
０
円(

送
料
込
み))

連
絡
先

24-

７
３
７
３

新
田

千 鷲 会 だ よ り（８号） （4） 平成２４年１１月３０日

第
38
回
社
会
人
野
球
日
本
選
手

権
大
会
に
北
海
道
代
表
と
し
て
出

場
し
た
「
航
空
自
衛
隊
千
歳
」
チ
ー

ム
は
、
京
セ
ラ
ド
ー
ム
大
阪
に
お

い
て
11
月
５
日
か
ら
の
宮
城
県
代

表
「
七
十
七
銀
行
」
と
の
初
戦
を

戦
っ
た
が
、
残
念
な
が
ら
２
対
０

で
惜
敗
し
た
。

市
民
有
志
に
よ
り
平
成
11
年
に

千
歳
同
夢
会
を
結
成
し
ド
ー
ム
出

場
を
め
ざ
し
て
応
援
し
て
お
り
、

今
回
チ
ー
ム
と
し
て
創
部
32
年
目

に
そ
の
夢
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
が
実

現
し
た
も
の
で
あ
る
。
千
鷲
会
と

し
て
も
大
阪
遠
征
費
用
の
一
端
を

支
援
す
べ
く
、
全
国
の
Ｏ
Ｂ
を
含

め
会
員
全
員
に
浄
財
の
拠
出
を
お

願
い
し
、
全
国
の
Ｏ
Ｂ
有
志
か
ら

約
97
万
円
、
千
鷲
会
（
含
賛
助
会

員
）
か
ら
約
85
万
円
を
千
歳
同
夢

会
を
通
じ
て
基
地
野
球
部
に
進
呈

し
た
。
ご
支
援
を
賜
っ
た
各
位
に

対
し
本
紙
面
を
借
り
て
深
謝
い
た

し
ま
す
。千

鷲
会
会
長

朝
倉
範
夫

千
鷲
会
創
設

30
周
年
に
あ
た
っ
て

千
鷲
会
参
与

髙
橋

貞
敏

事
務
局
か
ら

お
知
ら
せ

投
稿
記
事
の
募
集

「
千
鷲
会
だ
よ
り
」
は

会
員
皆
様
方
を
紹
介
い

た
し
ま
す
。

趣
味
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

随
筆
、
現
役
時
代
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
等
、
何
で
も

結
構
で
す
。
他
薦
の
情

報
も
大
歓
迎
で
す
。

投
稿
先
及
び
問
合
せ
先

塙

42-

０
２
９
５

国
井

28-

４
３
０
２

芦
田

26-

４
０
５
３

鶴

22-

７
６
４
５ 5枚組 1000円

社会人野球日本選手権大会初出場
千歳基地野球部に支援金を贈呈

空
自
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
で

千
鷲
会
を
紹
介

浅沼同夢会会長に支援金を手渡しする朝倉会長(右)

創
設
30
周
年

記
念
品
の
販
売




